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初夏のむらせん上映会

★研修センターオープンデー★ 

屋久島環境文化研修センターでは、開館

記念し、６月 24日（日）に研修センターオープンデ

ーを開催します。 

オープンデーでは、森や林にすむきれいな昆虫や

川の生き物の観察、簡単にできる実験などを通じて、

みなさま方に自然や科学に対する興味・関心を高め

てもらいたいと考えています。 

参加費は無料です。皆さんどうぞお気軽におこし

ください。お待ちしています。 

日 時：平成 30 年６月 24 日（日）

場 所：屋久島環境文化研修センター

時 間：9：00～13：00 

予 約：不要 

参 加：小学生以下は保護者同伴 

その他：荒川登山バス停付近の駐車場を御利用くだ

さい。 

問合せ：℡ 46-2900 

日時：５月 26 日(土
    ●第１回 17：30～

    ●第２回 19：30～

休館日のお知らせ

文化村センター：5/14 5/21 5/28

        6/18 6/25

研修センター：5/14 6/11 6/18 6/25

申込方法（事前予約が必要です）

申 込 先

申込期間

定 員

そ の 他

入 場 券

：  

： 

： 

：  

：  

：  

0997-42-2900（電話予約のみ）

5月 16 日（水）14：

各回とも先着 230 名様

予約１件に付き最大

予約時には入場者全員の氏名が必要です。

電話予約の際に、入場券受取場所【文化村センター（宮之浦）・研修センター（安房）】

をご指定いただきますので下記期間内に入場券をお受け取りください。

受け取り期間：5月

上映会当日に入場券をご持参いただけない場合、ご入場できませんのでご注意ください

公益財団法人屋久島環境文化財団 ℡0997－42-2911 FAX0997－49－

屋久島環境文化研修センターでは、開館 22 周年を

日（日）に研修センターオープンデ

オープンデーでは、森や林にすむきれいな昆虫や

川の生き物の観察、簡単にできる実験などを通じて、

みなさま方に自然や科学に対する興味・関心を高め

参加費は無料です。皆さんどうぞお気軽におこし

所：屋久島環境文化研修センター

その他：荒川登山バス停付近の駐車場を御利用くだ

☆平成 30 年度「屋久島子どもエコ隊」

野外クッキング、おこし、

然に触れる活動が盛りだくさん！

新しい友達といっしょに屋久島のことを楽しく

ながら学ぼう！

◆開催予定日（年間を通して全４回活動：

２回、１日型が２回）

年間活動テーマ「エコなキャンプの達人になろう！」

【第１回】６月２日～３日

【第２回】７月 16 日（月・祝）

【第３回】11 月 18 日（日）

【第４回】２月 23 日～24 日

◆定  員：20 名（対象：島内小学校４年生～６年生）

※原則年間通して４回とも参加

す。 

◆応  募：５月 14 日（月

※ 応募者多数の場合は抽選とさせて

（結果は５月 18 日迄に発送予定）

◆料  金：各回 350 円～4

（宿泊料、食事代、保険料等）

※ 集合解散場所までの移動は各自でお願いします。

◆問合せ・申込み：研修センター

 TEL: 0997-46-2900 FAX: 0997

E-mail: kensyuu09@yakushima.jp

土)
～

～

6/4 6/11 

6/25

（電話予約のみ）

：00～（定員に達し次第終了いたします） 

名様(車椅子用スペース有) 

予約１件に付き最大 5名様までの申込みとさせていただきます。

予約時には入場者全員の氏名が必要です。

電話予約の際に、入場券受取場所【文化村センター（宮之浦）・研修センター（安房）】

をご指定いただきますので下記期間内に入場券をお受け取りください。

22日（火）～5月 25 日（金）各日 10：00～

上映会当日に入場券をご持参いただけない場合、ご入場できませんのでご注意ください

－1018 

子どもエコ隊」隊員大募集☆

ネイチャークラフトなど自

触れる活動が盛りだくさん！

新しい友達といっしょに屋久島のことを楽しく遊び

通して全４回活動：１泊２日型が

キャンプの達人になろう！」

（土・日）  

・祝）

日（土・日）

：島内小学校４年生～６年生）

参加できる隊員を募集しま

）応募締切  

多数の場合は抽選とさせていただきます。 

日迄に発送予定）

4,000 円 

保険料等）

集合解散場所までの移動は各自でお願いします。

研修センター 担当：本間 

FAX: 0997-49-7015  

@yakushima.jp

とさせていただきます。

電話予約の際に、入場券受取場所【文化村センター（宮之浦）・研修センター（安房）】

をご指定いただきますので下記期間内に入場券をお受け取りください。

～17：00 

上映会当日に入場券をご持参いただけない場合、ご入場できませんのでご注意ください。

入場無料！



インストラクターだより

『ガジュマルとアコウの見分け方』

ガジュマルとアコウ、どちらもクワ科の仲間で、気根（枝から垂れ下がる特有の根）をもつ独特な形をして

います。よく似ている二つの木ですが、見分け方の一つとしては、気根が幹にまきついていればアコウ、外に

広がっていればガジュマルと言われます。しかし、なかには気根を見てもどちらかよく分からないという木も

あります。今回はそんな木に出会ったときにガジュマルとアコウを見分けるポイントをご紹介します。

気根のつき方を見ても判断できない場合には、まず葉がついているかどうかを見ます。ガジュマルは常緑樹

なので、木から葉がなくなることはありませんが、アコウは、新芽を出す際に葉を落とします。つまり、もし

木に葉がなかったら、その木はアコウの可能性が大きいといえます。

次に、葉がついている場合、葉の大きさと形を見てみます。アコウの葉は

をしています。それに対しガジュマルの葉は

す。

このように、植物の違いを知ると、身近にあ

大きさや形を見分けることは難しいと思いますが、身近な植物を楽しむ方法として、まずは、アコウとガジュ

マルの違いに目を向けてみてはいかがでしょうか。

●村センター大型映像ホール改修のお知らせ
村センターでは、下記日程で大型映像ホールの改修工事を予定して

利用は出来ませんのでご了承ください。ただし
案内させていただきます。皆様には御迷惑をお掛けいたしますが
大型映像ホール改修期間：平成 30 年５月

松村藤夫(財団事務局長兼副館長)
はじめまして、事務局長の松村と

申します。 

『世界自然遺産の島「屋久島」』に

赴任できて大変光栄に思っていま

す。世界自然遺産登録２５周年目と

なった屋久島の情報を多くの方々

に発信していきたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いします

ガジュマル

渡邉卓実(研修課インストラクター

今年度より研修センターでイン

ストラクターを務める渡邉です。

まだ分からないことばかりですが、

お客様に屋久島のたくさんある魅

力をお伝えできるよう日々努力し

ていきます。新社会人として精一杯

頑張りますので、よろしくお願いします。

『ガジュマルとアコウの見分け方』     インストラクター 丸山悟

ガジュマルとアコウ、どちらもクワ科の仲間で、気根（枝から垂れ下がる特有の根）をもつ独特な形をして

います。よく似ている二つの木ですが、見分け方の一つとしては、気根が幹にまきついていればアコウ、外に

広がっていればガジュマルと言われます。しかし、なかには気根を見てもどちらかよく分からないという木も

あります。今回はそんな木に出会ったときにガジュマルとアコウを見分けるポイントをご紹介します。

気根のつき方を見ても判断できない場合には、まず葉がついているかどうかを見ます。ガジュマルは常緑樹

なので、木から葉がなくなることはありませんが、アコウは、新芽を出す際に葉を落とします。つまり、もし

木に葉がなかったら、その木はアコウの可能性が大きいといえます。

次に、葉がついている場合、葉の大きさと形を見てみます。アコウの葉は 10～12cm
をしています。それに対しガジュマルの葉は 3～10cm と小さく、形は葉の付け根あたりが少し細くなっていま

このように、植物の違いを知ると、身近にある植物を見ることが少し楽しくなってきます。様々な木の葉の

大きさや形を見分けることは難しいと思いますが、身近な植物を楽しむ方法として、まずは、アコウとガジュ

マルの違いに目を向けてみてはいかがでしょうか。

村センター大型映像ホール改修のお知らせ
下記日程で大型映像ホールの改修工事を予定しており、工事期間中は

利用は出来ませんのでご了承ください。ただし、展示ホールについては、大型映像ホール改修期間に限り無料
案内させていただきます。皆様には御迷惑をお掛けいたしますが、御理解御協力をよろしくお願いします。

年５月 29 日(火)～６月３日(日)

)
事務局長の松村と

『世界自然遺産の島「屋久島」』に

赴任できて大変光栄に思っていま

す。世界自然遺産登録２５周年目と

なった屋久島の情報を多くの方々

に発信していきたいと思います。

よろしくお願いします。 

アコウ 上：アコウ

寺田健(事業課主査) 
屋久島町から研修で参りました寺

田と申します。屋久島育ちの私です

が、歴史、文化、自然と知らないこと

ばかりです。この機会に屋久島の事を

より深く知り、感

に伝えていきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。

平成 30 年度 財団新任職員紹介

研修課インストラクター) 
今年度より研修センターでイン

ストラクターを務める渡邉です。

まだ分からないことばかりですが、

お客様に屋久島のたくさんある魅

力をお伝えできるよう日々努力し

ていきます。新社会人として精一杯

頑張りますので、よろしくお願いします。

中馬光太郎(運転手兼施設管理員兼事務補助員

４月より運転手兼施設管理担当

に着任しました中馬です。

研修センターを利用されるお客様、

研修に参加される方々が気持ちよ

く、またいい思い出を持って帰られ

るよう温かいおもてなしを心掛

けます。どうぞ宜しくお願いいたします。

ガジュマルとアコウ、どちらもクワ科の仲間で、気根（枝から垂れ下がる特有の根）をもつ独特な形をして

います。よく似ている二つの木ですが、見分け方の一つとしては、気根が幹にまきついていればアコウ、外に

広がっていればガジュマルと言われます。しかし、なかには気根を見てもどちらかよく分からないという木も

あります。今回はそんな木に出会ったときにガジュマルとアコウを見分けるポイントをご紹介します。

気根のつき方を見ても判断できない場合には、まず葉がついているかどうかを見ます。ガジュマルは常緑樹

なので、木から葉がなくなることはありませんが、アコウは、新芽を出す際に葉を落とします。つまり、もし

12cm とやや大ぶりで楕円形

と小さく、形は葉の付け根あたりが少し細くなっていま

る植物を見ることが少し楽しくなってきます。様々な木の葉の

大きさや形を見分けることは難しいと思いますが、身近な植物を楽しむ方法として、まずは、アコウとガジュ

工事期間中は、大型映像ホールの
大型映像ホール改修期間に限り無料

御理解御協力をよろしくお願いします。

上：アコウ 下：ガジュマル

屋久島町から研修で参りました寺

田と申します。屋久島育ちの私です

が、歴史、文化、自然と知らないこと

ばかりです。この機会に屋久島の事を

より深く知り、感じた魅力を多くの方

に伝えていきたいと思います。どうぞ

しくお願いいたします。

運転手兼施設管理員兼事務補助員)
４月より運転手兼施設管理担当

に着任しました中馬です。

研修センターを利用されるお客様、

研修に参加される方々が気持ちよ

く、またいい思い出を持って帰られ

るよう温かいおもてなしを心掛

けます。どうぞ宜しくお願いいたします。


